東盛產を峨 c 類脚鬚類の調査（其のち)* 

轟 段審雄 

凍：京文理科大學動物を敎室 

1 縱南島產を嫩類追記 

海南姑產の嫩に離しては（其の一）にがて旣に述べた。其の後諸•巧の御厚意 
により次の諸隙品を檢するを得た 0 

1) 錦が巧±の御芳志によりソンキウ產2頭を調-あするを得た。ヒノモトサソ 
リ 2 9 ? である。1は頭0同長1別を備狀器の頗數右側於本左側 20 私他の1は 
頭顺長じ唯，猶狀器適數が〇本左の本。 

2) 巧巧~-^^の御芳志により靈4ヒホ大中條道夫巧が 7. Xri . 1940王亞で煤集 
の5頭を檢ずるを得た0何れもヒノモトサソリである0 

3) 片岡 f 左太郎巧の御芳志により巧の令弟が昭和が年 （？） 踩集された1頭を 
檢するを得た。ヒノモトサソリろで愉狀器贈数は右リ本左-の本でをる0 

4) 之まで予の檢しを海南鳥產歉ほ總ベてヒノモトサソリで本種が同島に於で 
致も普通なるサソリたることを想はしめたが离山义重巧から拜受した1頭はマ 
ダラ サソりであつた〇 4. IX . 1941云亞產（小林勇ま 氏棵） のをで 乾懷標 品に 
なつて居る 〇 

2巧-舶洋產を®類がの他 

が井菩£〇5;〇御芳;左:により巧南洋產嫩ろ頭を入手するを得た 0 出: ( D 內初め〇 

其の一） 雜 列島產を蝴 日 及脚鬚目 Biogeographica vol. iii, no. 3, pp. 273-285, 4 
むド' り 94 り 

(其の二）日本產を撤日及脚鬚目祕物學叢書中の一册としてお刊 
(其の S ) 日末の喊寶觀昆蟲館報 no . 10, PP .1-7, ^むが.(1941) 

(其の四）日本產を擲目及脚鬚目知見補遺 Acta Arach 凸 o]og ミ ca VO ] •み no •も pp . 

良了-9も7むが (1941) [じとのもの、補史 Acta Arachnologica voL vi, no. 4, pp.l49- 
150 C1941) じ化づ J 
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玉頭は特に生かして持ち歸るべぐ巧力して下さつたのであるが歸りむ船中で猪 
れたのは殘急:であつた d マダラサソリはさの少いことが周知であるが今回がホ 
巧の節されたのは總ベて$であつた。 


(種 ち） 

(性） 

(採集年月目） 

(產 地） 

(: 採集を） 

マダラサソリ 

さ 24 〜 お.： XII . 194! 

パラナ群島コロール島 

バラォ熱摧生物研究所巧 

松典富吉巧 
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(麵長） 

(尾長） 
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1 

巧•百綻 

37 

左右おけ本 


2 

14.5 

28 

// 


3 

12 

25 

を巧損左化本 


4 

H 

20 

をが搜左 18 本ならん 


5 

]3 

y 

左右共む本 



正則中學巧敎諭姻巧隆ぶ巧がお征中中支漢口で I . 1940踩取されたキョクト 
ウサソ！/ ?を同巧より拜受しを。山:の源に巧は剌雙されたので巧にとり思ひ出 
に> 口ちである〇 
3チャグロサソリ 

ポルネオ等から瑕:曝賴ロロロになつで大きい黑をのサソリがよく廊される。私も 
さういふ乾品を1頭(闕領ぶボルネオ產のも〇でが驳成治巧の寄贈に係る）所持 
して居る0大きく黑いサソリは谋方與榮劇に他にもを々見られるが，私がが掉 
し叉他の人がよ < 所持して居るのは標題〇チャグロサソリでをる。和あは岸巧 
义を巧 (1939) の所命である0 巧 说年發巧の 蟲津 動物擧擦本目錄 には 誰がつけ 
をものかクロサソリとある0則に私は巧根巧彌太博御厚意により恐らくボ 
ルネオ產かと想はれる？を拜借ずるを得た0么も乾品で粟に硝子〇輔巧に闕お 
されて居るので精査は’出來ない。乾品であるが生時のを彩の保をされて居るこ 
とでは或は液浸のものな上ではないかと考へる。尙他に柬京文理科*大學動物孽 
お室に保をせられるフいレマリン液’浸の1頭（採集地其(〇他何一〇手がかりの 
無い〇は遺線でをる）も本穗む？なりと想ふ0液浸の爲に變をしたらし<體は 
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蕃し < 赤視むになつて居 
るぃが、下がの所持ずる罕 
に就き外形を記載する 
(共の‘辯眞は旣に本誌 
vol . vi , no . 1 のお紙に 


揭げた )0 

Heterr/metrus loummauus 
(Herbst, 1800 ) 


Scorpio lonffimanus Herbst, 
Nat. ungef]. Ins. iv, p. 42, 


p 】. II , 化 r .1 (1800) 

Heterome む . us Umgimanus, 


Kruepe^.in, Tierr., Scorp. 
etc. p. Ill (1899) 
Palamnaeus l.wffimanus. 


P りだピム Fauna Brit. Ind. 


南方-お榮圈內に見るげ表的獄。右上は海南 
島產ヒノモトサソリ。おドは琉球西表島產ャ 
へャマサソリ〇中は南洋パラォ群島產マダラ 
サソリの雄.右觸おは巧損して居る〇左は記 
載に用ひたチヤグロサソリ0〔原圆 J 


Arachnida, p. 97 (1900) 

を军夕赤味を帶びた黑 
をで靑黑い光澤をブ皮つ 0 
掌や毒囊の上面.頭胸部 


や前腹部の下面などは赤味が强い〇 

大腿、 巧 I 節は背甲下に隱れ，第 2 節は基部; II 巧狀，上面は上部に少数の毛 
を生ずるの他は無毛ぞ潛で光澤があり巧方は化端銳い錫となり第節と共に锐 
を形成する 0 下面は巧方より鉛なにかけ輿を-で刷-で 7 状に密生する 0 銷巧には妈 
狀突起があり手前の 2 蹈は巧接しかちのものは稍々隔たる。第節は之に對し 
動が子となり下面には刷を狀に黃むモを密生するが上面は疎である。銷おの巧 
面は溝狀に< り拔かれ上方側のものは 3 齒（中央のもの最も大)，下側のものは 


無齒で共に化端鈎曲して居る。巧 2 節掌部は鈍黃色，指部は赤褐む。 

觸穀(上面觀)基節はががに殆ど隱されて居る,〇轉節は多少圓形セ外方 1 / 3 程 
は風像弧に近<扁平で，深刻な溝を隔て、主部に對する 0 主部は巧狀の顆粒 
を 列生する 0 刺を疎生し 2 — 3 本按 いのが 混つて居る 0 腿節は上下に扁壓 がら 
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れを圓ゴ壽形で大小の顆粒粗に存在するのみ。周緣に顆粒，蹈狀に列生し內ホでは 
其の下方に更に長い齒狀列がある。刺-では巧外兩側方に長いもわを粗をかしめ 
る。第よ翰臟節は巧甲長より稍短く中央を縱おずる顆禪列は分水嶺となり，巧 
晴は頗る平滑で斜面の極まる所に-数本の突起を生ずるが乎前の1本のみ棘らし 
く感ずる長いものである0か聞には：^條の縱走献が見え刺毛を粗生すること前 
節に岡じ。讓5節掌は厚 < 上面にがて審し <，不分明な縱带隧起が4條見られ 
る0幅は長さに及ばず，外緣には大なる顆粒觸狀に或はが狀に列をし巧緣は明 
瞭なる縱献もなる 0 糜< 平滑感あるが網问が殆どを厨に起生して馬る。上半は 
鈎狀で第. 3 節に對し不動〇鋪おとなり，巧ホはホ方に次錐に鈍となる4踏があ 
り末端は錫になつて動銷モに撥して居る。上卸には1條ので婿な控起がをる0 

樂6節動规子も錢の具合は不動娜枝に類似，し後者の隆起と巧 < 鹏み合ふ槪に 
なつて居る。祕‘銷は與撰合面には刺毛が多い0を節何れも黑ホ色であるが孽部 
は特に栗をが强い。 

背甲前緣は正中にがて深く扶られを體は拒中線が明臟な縱雜になつて左右 
兩半に區かされる。人體の左右兩! lili の如き觀がある。‘關側—及び前葉は特に觸粒 
が多い。上面!'は顆粒少< 平婿で光澤に富む。中贩をの郎:澗ほ弧狀に蓮み正中の 
縱靖は後線まで及ばずして短い横の嫌をがて杜旋される。をれより稍上方に左 
右1對の深い顯巷な溝があり其の上ホにも I 對のさまで當しからざる溝がある0 
前葉の側上ホにある側眼化には對の小№1がある。•接さは谈腹與も第‘も贴擲 
のを長より稍長い。 

加臟難4鞠まで略々間幅でなのもの程少しが: E さを增す。願後の部は次第 
に幅狭まり最後の節は前魔後狹の陈形で凹西比較的蕃しく，颗粒に當む〇他の 
飾は槪しで平潜で光澤がある。 

猶狀器外緣部は大體3部に々たれ終部に細をを粗を，中閒部は廣が3部 
にかたれる 〇’ 巧緣部は I 錦る 1おの小球を曠て:?^齒狀突起を列生ずる。を側 W 本 
(化しろ？共14〜が:を巧蜡ずるとのことである。別の9で各側に本なるを檢し 
た），茲部は濃黄色であるが—お截部は淡黃むで夫々は捣ぐ中蓮みにかられ切斷か 
られを狀を示して居る0 

後腹最終節蒂繁はホげ站 K 上斬觀は扁平な脚桃載が‘側姐化殆ど平游，ホ 
端^よ長< 銳い轟;針となる。下喃•及び針部には長刺をを佩當数生じて居る。巧刺 
を缺く。針部は裝部よりも長い。 
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ホ脚各節は刺をを粗生する。 巧6 節前報都には 6 棘を生じ第 7 節が節には 
下商に 2 列に棘を列生し外側に 6 C 時に 7)， 的側に 4 棘あり，先端には 2 個の 
撫著なる上爪を生じ下方には小なる下爪1侧を有する0 
二:お性徴其の後お原保巧の御芳志によりが大農學部動物擧敎窒に所藏され 
る 本穗と考ふべき襟 品2 $ろ 2 9 ?を檢するを得を。一諸にある願 陸 や蜘蛛 か 
ら 産地はボルネォと推おずるのがおも眞に近い薇である。之等は廣蟲標 品涵巧 
に閒おされたが陳德品で上部より窥んほ 力、 は無いので舰がにも S 十测にも 頗る不 
使である 〇 2 ろろの標品から判斷ずると其の二次性徽は觸鬚殊にがに ホめるの 
が最もを易<，次で後腹の長さが證园される。雄の後腹は錐かに雌 0 より 少し 
く 長い。雄の掌は細暖く蒂•奢で側ち殆ど 平 巧し幅は長さの半み， 下 掌部は 背巧 
畏を凌ぎ動卽お度と殆ど等長である C 
測を 
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6個體共乾品或はフォルマリン液浸で計測には頗る-不便であり上褐の数字も 
大體の所を知つて H <參考程度のものでをる。 

其の後山が八聖モかおの御芳志で御所織の比律賓産チャグ。サソリ3頭（ゆ 
つくり拜見しをのではないが多分本種であらう）> マダラサソリ1頭，ヤへヤ 

も 左中で测つたもの。前葉端から測ればホ々はじみ 17.5,1 S , 17,17,18となる。 




マサソリ 2 頭， 

カ ニムシモドキ 

數頭等を巧見す 
るを泻た。 

か布本種は 
みが化く巧度， 

ビルマ， アン ダ 
マン諸島，比を 
賓（ルソン总に 
は居ない)，佛 


化の覆品の收容されて居るのは普通の度蟲標 n ロロ面 
で其の內法は 3 ふ7 X 24 . 7 が0日く見えるのはナフタ 
リン0上段左と中はチヤグロサソリの〇,右は9〇下 
段左はチヤグロサソリの9，其の巧はサソリモドネ 
科の1種 Thelyphonus sp ., 巧の頭は腹部力;縮んで 
恰好が'惡ぃ力； Poecilotheria 或はそれに近線の蜘蛛で 
もる0 〔原圖] 


敎窒お巧を英 
通巧±並びに窩 
槪俊一博古に深 

甚の敬意を表ずると共に文中芳名を錄しを各位に謝意を捧げる。 
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texUfig . み P 1?. 1, 2皮3〕 

[追記]臺化帝國大學理體學部原田笠十-【 V 肋敎授の御芳态により同人‘舉海南島學術調查 
隊の蔵したザソリ標品の一部を檢するを得た。其等は 1) ヒノモトサソリ9擲狀器齒 
數お20本左 2 〇 本 2 )同;5乾品 •‘{ ) 同？乾品かマ ダ‘…ラサソタ幼礎:おなどで川口 
四郞 （1939) 巧中亮（义り. 1940) 今村泰口 • 19413諸巧が三亞其の她じて採集された 
ものである0 

寫眞に愧げたチヤグロサソリ2る$ 2孚罕と同じ强にサソリモドキ巧の一種が化容さ 
れてちる0な燥標品でちる上殘念なことに蟲蕾を琐ナ形駭の略々完全なのは觸薪背甲， 
右の第1巧垂第リホ脚イ立なもので，瓣こ腹部腰面の炎せて居るのじは闲つた。鞭狀物も 
無くをつで居る0を部の色彩など目本のサソリそドキに酷似して居る0成雌で大體の計 
測（單位觀）は體長 W， 巧あ長化巧甲幅7,腹部畏19,腹部幅】 0.5 觸鑽長1!ふ 右第 
i 步脚長別，右第2步脚長18ふあ第3ホ脚長1 9 ‘5である0化の標品はサソリモドキと 
は別離の Thdij が tonus Latreille (1802)に屬するものらしく，種林こても決を班來ない 
が'侃}/ phonus suck ; Kraepelin じ近いもの、樣でもる。右の種はボル不才東南部より知 
られた0 Thehjph&nus 騷 ^がじ關しては Pococ; ‘ (1900) はセぅロン，南巧度，ビルマ 
が柬フイリピンまで，ソロモン群島に至る IndoMalay なび Austro-Malay 地區とし 
Gravely (1916)はビルマを除く粟洋區を般に，東方はポリネシアまでとした〇—方サソ 
リモドキ屬 Typopdtu は煎て泰，佛印から東シベリ T. 更に香摧 • 廣東ちたりから日束 
の九州にかけての東盛の特產である0 



